
Ⅰ　はじめに

がんは1981年から我が国の死亡原因の第1位であ
り，このがんが原因で年間 30 万人以上の国民が亡く
なってい る。これは，亡くなる人の3人に1人に相当し，
生涯のうち2人に1人が罹ると推測されている1）。そ
のため，がんに関する知識は国民の基礎的教養として
身に付けておくべきものとなりつつある。

我が国ではがん対策基本法（2006）の下，第2期が
ん対策推進基本計画（2012）が策定され，「子どもに
対しては，健康と命の大切さについて学び，自らの健
康を適切に管理し，がんに対する正しい知識とがん患
者に対する正しい認識をもつよう教育することを目指
し，5年以内に学校での教育の在り方を含め，健康教
育全体の中でがん教育をどのようにするべきか検討
し，検討結果に基づく教育活動の実施を目標とする」
と明示された2）。

これを受けて，がん教育の在り方に関する検討委員
会は，がん教育総合支援事業（モデル事業）を実施し，
学校におけるがん教育の在り方について報告書をまと
めた（2015）3）。さらに翌年にはがん教育総合支援事
業の成果報告会が開催され4），がん教育推進モデル校
の実践発表が行われるとともに，2017年以降からは
がん教育の全国展開を目指すこととなった。

この間，学習指導要領改訂の必要性も検討され，
2017年に告示された小学校及び中学校学習指導要領
解説では，小学校6年生の単元「病気の予防」の指導
内容として，「喫煙を長い間続けるとがんや心臓病な
どの病気にかかりやすくなるなどの影響があることに
ついても触れるようにする。」とされ，現行の「肺がん」
が「がん」に変更された5）。また，中学校の単元「健
康な生活と疾病の予防」の「生活習慣病などの予防」
の中で「がんの予防」が追記された6）。さらに，2018
年に告示された高等学校学習指導要領解説保健編で
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は，単元「現代社会と健康」に新設された「生活習慣
病などの予防と回復」の中で，「がんについては，肺
がん，大腸がん，胃がんなど様々な種類があり，生活
習慣のみならず細菌やウイルスの感染などの原因もあ
ることについて理解できるようにすること」や，「が
んの回復においては，手術療法，化学療法（抗がん剤
など），放射線療法などの治療法があること，患者や
周囲の人々の生活の質を保つことや緩和ケアが重要で
あることについて適宜触れるようにすること」が追記
された7）。

がんに関する内容は生活習慣の単元に留まらず，中
学校の「個人の健康を守る社会の取り組み」でも，地
域での保健活動として「がん検診」を取り扱うことと
している。また，総則第3では学校教育活動全体を通
しての健康教育の一環として，道徳や特別活動（学級
活動）等で「健康と命の大きさ」の課題の下でがん教
育に取り組むことが示されている6）。これはがんの早
期発見やがんに対する社会的な対策を講ずることが健
康的な生活習慣の形成に結び付くためであると考えら
れる。

学校におけるがん教育の在り方についての報告書3）

では，がん教育は「健康教育の一環として，がんにつ
いての正しい理解と，がん患者や家族などのがんと向
き合う人々に対する共感的な理解を深めることを通し
て，自他の健康と命の大切さについて学び，共に生き
る社会づくりに寄与する資質や能力の育成を図る教育
である。」と定義されており，学校教育を通じてがん
について学ぶことにより，健康に対する関心をもち，
正しく理解し，適切な態度や行動をとることができる
ようにすることが求められている。さらにがん教育で
は「がんについて正しく理解することができるように
する」「健康と命の大切さについて主体的に考えるこ
とができるようにする」という2つの目標が掲げられ
ている。また，これらの目標を達成するために，がん
教育の内容として「がんとは（がんの要因等）」「がん
の種類とその経過」「我が国のがんの状況」「がんの予
防」「がんの早期発見・がん検診」「がんの治療法」「が
ん治療における緩和ケア」「がん患者の生活の質」「が
ん患者への理解と共生」が挙げられている。

これらを反映したがん教育の推進を図るために，文
部科学省ではがん教育の教材・指導参考資料（教材）
を公表している。しかし，各年齢段階等で教材や教育
内容をどのように決定するのか，誰が教育をするのか，
フォローアップの体制はどのように行うのかなど，現
段階では実践報告が少なく，各学校で独自の対応をし
ているのが現状である。またがん教育の実践にあたっ
ては，意欲のある学校のみの実践や，保健の授業を中
心とした一部の実践，県や市町村における講演に留
まっており，できる自治体や学校から実践していくと
いった準備段階である8）。国としても2018年に第3期

がん対策推進基本計画を策定し，国民の視点に立った
がん対策の実践を求めている。

学校におけるがん教育を推進していくには，報告書
でも指摘されているように，まずは担当教員の力量・
実践力の向上である。がん教育の実施者としては，学
校保健関係者や医師，元あるいは現がん患者などが挙
げられるが，どのような人材が適任かなどはまだ不明
である9）。その中でも学校保健関係者の1人として養
護教諭が挙げられるが，実際にどの程度携わっている
のか，どのように関わっているのかについては検討が
必要である10）。いずれにしろ，がんは学際的な課題で
あり，必然的に学校の教育活動全体を通して行われる
ことになるが，どのようながん教育を行うかは各学校
の判断に委ねられることになる。そのため，各学校，
各地域等の特性に合わせたがん教育の展開が必要であ
る11）。

そこで，本研究ではがん教育の実施者のうち養護教
諭に視点をあて，がん教育に対する意識を調べ，今後
のがん教育を推進していくための基礎資料を得ること
を目的とする。

Ⅱ　方法

1．調査対象
2018年11月から12月にかけて愛知県三河教育研究

会養護教諭部会の協力を得て，小・中学校に勤務する
養護教諭を対象に無記名自記式のマークシートによる
質問紙調査を郵送形式にて実施した。調査票にはその
冒頭に本調査の趣旨を記載し，対象者本人が調査への
協力に同意するか否かを答える回答欄を設け，これに
回答した上で質問に答えてもらうようにした。なお，
アンケート調査協力の同意が得られなかった場合に
は，調査を打ち切るように配慮した。回収率は89.3%，
有効回答者は519人であった。

2．調査内容
「学校におけるがん教育の在り方について（報告）」3）

を参考に以下の項目を作成した。
1）基本属性3項目（校種，経験年数，複数配置の有無）
2）がん教育の実施の有無

がんに関する授業に関わったことがあるか
3）がん教育に対する知識
3）-1．がんの知識

がんの原因，種類，経過，我が国のがんの状況，予
防，早期発見や検診，治療法，緩和ケア，がん患者の
生活の質の維持，がん患者への理解と共生について，
理解しているのかを4件法で尋ねた。
3）-2．文部科学省からの通知・目標・内容

がん教育に関する文部科学省の通知内容，がん教育
の目標，がん教育の内容 について4件法で尋ねた。
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4）がん教育に対する態度
4）-1．がん教育に関する認識

がん教育に積極的に取り組みたいかについて4件法
で尋ねた。
4）-2．自主研修

がん教育に関する研修を受けたいか，がん教育推進
のために意識している自主研修は何か，がん教育に対
する養護教諭の関わり（養護教諭の役割は大きいかど
うか，管理職や他の教諭から養護教諭への期待は大き
いかどうか，養護教諭はがん教育推進の中心的な存在
かどうか，養護教諭はがん教育にサポート的に関わる
べきかどうか，養護教諭のがん教育の計画・立案や実
施に際して校内に相談者・協力者がいるかどうか ）
について4件法で尋ねた。
5）がん教育に対する自信
5）-1．指導に対する自信

がんについて関心を持ち正しい知識を身に付けると
いう目標はどの程度達成できそうか，自他の健康と命
の大切さに気付くという目標はどの程度達成できそう
かについて4件法で尋ねた。
5）-2．がん教育の指導内容

がんの原因，種類，経過，我が国のがんの状況，予
防，がんの早期発見やがん検診，治療法，緩和ケア，
がん患者の生活の質の維持，がん患者への理解と共生
について4件法で尋ねた。
6）がん教育に関わる整備
6）-1．教材

どのような教材があるとよいか
6）-2．学年

小学校での対象学年，中学校での対象学年
6）-3．時間

実施可能な時間（保健体育科，特別活動，学校保健
委員会，道徳科，総合的な学習の時間，身体測定）
6）-4．指導者 

がんを正しく理解するよう指導するのに適切な指導
者，健康と命の大切さについて主体的に考えられるよ
う指導するのに適切な指導者
6）-5．推進するための条件

がん教育を効果的に推進するための条件（授業時間
の確保，準備のための時間，指導書や教材の充実，外
部講師との連携，研修の機会，教職員の理解と合意，
管理職のリーダーシップ，養護教諭の意識の向上，が
ん教育を行う上での配慮，研究費などの資金）

3．分析方法
データの分析には統計ソフトIBM SPSS statistics 

24.0を使用し，χ2検定，調整済み残差分析を行った。
なお，統計上の有意水準は5%とした。

Ⅲ　結果

1．対象者の属性
校種については，小学校69.5%（361人），中学校

30.5%（158人）であった。養護教諭の経験年数につ
いては，1～5年目32.6%（169人），6～20年目33.9%

（176人），21年目以上33.5％（174人）であり，複数
配置の有無については複数配置有りが14.5%（75人）
であった。

2．がん教育の実施の有無
現在までにがんに関する授業に「かかわったことが

ある」と答えた人が小学校養護教諭36.1％，中学校養
護教諭31.7％であり，両者に有意な差はみられなかっ
た。次に経験年数別にみると，1～5年目22.5%，6～
20年目38.6%，21年目以上42.5％であり，経験年数が
上がるにつれて有意に高かった（χ2=17.41）。

3．がん教育に対する知識
3-1．知識

がんの知識について校種別にみると，Figure1-1に
示すように，「がんの予防」「がんの種類」「がんの原因」

「がんの早期発見やがん検診」については「よく理解
している」または「ある程度理解している」と答えた
人は80％以上と高かった。これに対して「我が国のが
んの状況」「がんの緩和ケア」は60%以下と低かった。

一方，経験年数別にみるとFigure1-2に示すように，
21年目以上の方がそれ以外の年齢に比べて高い傾向
がみられた。特にその差が有意であったのが，「がん
の緩和ケア（χ2=22.99）」「がんの早期発見や健康診
断（ χ2=19.47）」「 が ん 患 者 の 生 活 の 質 の 維 持

（χ2=17.57）」「我が国のがんの状況（χ2=14.81）」「が
んの治療法（χ2=11.82）」であった。
3-2．文部科学からの通知内容，目標，内容の理解

文科省からの通知内容，がん教育の目標，内容の理
解についてみると，がん教育の目標を「よく理解して
いる」または「ある程度理解している」と答えた人が
小学校養護教諭64.5％，中学校養護教諭65.8％，がん
教育の内容は小学校養護教諭75.9％，中学校養護教諭
81.0％，文部科学省の通知内容は小学校養護教諭
63.7％，中学校養護教諭74.0％であり，いずれも両者
に有意な差はみられなかった。

次に経験年数別にみると，1～5年目（目標56.8%,
内容74.6%,通知内容56.8%），6～20年目（目標62.5%,
内容73.9%,通知内容64.2%），21年目以上（目標75.3%,
内容83.9%,通知内容79.3%）であり，経験年数が上が
るにつれて高くなる傾向がみられた。
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4．がん教育に対する態度
4-1．がん教育に関する認識

がん教育に積極的に取り組みたいという質問に対し
て「とてもそう思う」「どちらかといえばそう思う」
と回答した割合は，小学校養護教諭74.2％，中学校養
護教諭74.7％であり，両者に有意な差はみられなかっ
た。次に経験年数別にみると，1～5年目85.2%，6～
20年目68.2%，21年目以上70.1％であり，経験年数が
低いと意欲が高い傾向にあった。
4-2．自主研修

がん教育に関する研修を受けたいという質問に対し
ては，小学校養護教諭91.7％，中学校養護教諭89.1％
であった。次に経験年数別にみると，1～5年目
95.9%，6～20年目88.6%，21年目以上87.4％であり，
経験年数が低いと意欲が高い傾向にあった。

次に，がん教育推進のために意識している自主研修
は何か尋ねたところ，最も多かったのが「普段から意
識的にメディアから情報を得るようにしている」であ
り，小学校養護教諭54.6％，中学校養護教諭57.0％，
経験年数別にみると，1～5年目53.9%，6～20年目
51.2%，21年目以上60.9％であった。その一方で，「特
に何もしていない」と答える人もある程度みられた（小
学校養護教諭28.5％，中学校養護教諭21.5％）。
4-3．がん教育への養護教諭のかかわり

がん教育に対する養護教諭のかかわり方についてみ
ると，Figure2-1，2-2に示すように校種別や年齢に関
係なく「養護教諭の役割は大きいと思う」「管理職や
他の教員からの期待は大きいと思う」は80%もの人
がそう思うと答えていた。次いで，多かったのは「推
進の中心的な存在であると思う」であり，60%の人が
そう思うと答えていた。逆に低かったのは，「相談者・
協力者がいる」であり40%程度であった。

5．がん教育に対する自信
5-1．がん教育の目標

がん教育の目標のうち「がんについて正しく理解で
きる」について「できると思う」「どちらかというと
できると思う」と回答した割合は，小学校養護教諭
85.0％，中学校養護教諭88.0％であり，両者に有意な
差はみられなかった。経験年数別にみると，1～5年
目69.2%，6～20年目64.3%，21年目以上56.5％であり，
経験年数が低いと高い傾向にあった。

次にがん教育の目標のうち「健康と命の大切さにつ
いて主体的に考えることができる」についてみると，
小学校養護教諭63.7％，中学校養護教諭62.0％であり
両者に有意な差はみられなかった。経験年数別にみる
と，1～5年目69.2%，6～20年目64.4%，21年目以上
56.3％であり，経験年数が低いと高い傾向にあった。
5-2．がん教育の指導内容

がんの教育の指導内容の自信について校種別にみる
と，Figure3-1に示すように，「がんの予防」「がんの
種類」「がんの原因」「がんの早期発見やがん検診」「我
が国のがんの状況」については「できそう」と答えた
ものが80％以上と高かった。これに対して「がんの
緩和ケア」「がん患者の生活の質の維持」は50%以下
と低かった。これらのうち校種で有意差がみられたの
は，「がんの早期発見や健康診断（χ2=7.97）」「がん
の治療法（χ2=7.66）」であった。

一方，経験年数別にみるとFigure3-2に示すように，
21年目以上の方がそれ以外の年齢に比べて自信が高い
傾向がみられた。特にその差が有意であったのは，「が
んの早期発見や健康診断（χ2=16.87）」「がんの緩和
ケア（χ2=7.57）」「がんの治療法（χ2=4.68）」であった。

%

Figure2-1. がん教育に対する養護教諭の関わり（経験年数別）

Figure1-1. がん教育に対する知識（校種別）
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Figure2-2. がん教育に対する養護教諭の関わり（校種別）

Figure1-2. がん教育に対する知識（経験年数別）
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6．がん教育に関わる整備
6-1．がん教育の教材

がん教育の教材としてあるとよいものについて尋ね
たところ，多かったのがDVD（小学校養護教諭
46.5％，中学校養護教諭44.3％）とPowerPoint（小学
校養護教諭44.6％，中学校養護教諭43.0％）であった。
逆にリーフレット（小学校養護教諭6.4％，中学校養
護教諭10.8％）は低かった。
6-2．がん教育の実施学年

実施学年について尋ねたところ，小学校でのがん教
育の適正学年は，6年生が圧倒的に多かった（小学校
養護教諭86.7％，中学校養護教諭83.4％）。中学校で
は割合は分散され3年生（小学校養護教諭46.8％，中
学校養護教諭53.8 ％），2年生（小学校養護教諭
24.9％，中学校養護教諭25.6％），1年生（小学校養護
教諭13.6％，中学校養護教諭12.7％）の順であった。
6-3．がん教育の実施時間

がん教育の実施可能な時間について校種別にみると
Figure4-1に示すように，「保健体育科」，「学校保健委
員会」「特別活動」が多かった。実施時間で校種の差
がみられたのは，「身体測定」「保健体育科」「特別活動」
であり，「身体測定」は小学校養護教諭の割合が，「保
健体育科」「特別活動」は中学校養護教諭の割合が有
意に高かった（χ2=21.5）。経験年数別でみると「保
健体育科」は21年以上の養護教諭の割合が高く，「特
別活動」「学校保健委員会」は21年以上の養護教諭の
割合は低かった（χ2=36.30）。
6-4．がん教育の指導者

がん教育の目標1である「がんについて正しく理解

することができるようにする」について，どの指導者
が適任かを尋ねたところ，校種別ではTable1-1に示
すとおりであった。最も多かったのが「がん専門医」
であり，次いで「医療従事者」「養護教諭」の順であっ
た。このうち，校種で有意差がみられたのは「担任」「保
健体育科教諭」であり，担任は小学校養護教諭の割合
が高く，保健体育科教諭は中学校養護教諭の割合が高
かった（χ2=21.54）。一方，目標2の「健康と命の大
切さについて主体的に考えることができるようにす
る」についてみると，「がん経験者」が最も高く，次
いで「担任」「養護教諭」の順であった。

次に経験年数別でみると，Table1-2に示すとおりで
あり，目標1で多かったのが「がん専門医」「医療従
事者」「養護教諭」の順であった。このうち，経験年
齢で有意差がみられたのは「がん専門医」「医療従事
者」「保健体育科教諭」であり，がん専門医は経験年
数が1～5年の割合が高く，医療従事者と保健体育科
教 諭 は6年 以 上 の 養 護 教 諭 の 割 合 が 高 か っ た

（χ2=36.30）。一方，目標2についてみると，「がん経
験者」「担任」「養護教諭」の割合が高かった。このう
ち，経験年数で有意差がみられたのは「養護教諭」「担
任「がん経験者」であり，養護教諭とがん経験者は経
験年数が1～5年，6～20年の割合が高く，担任は21
年以上の養護教諭の割合が高かった（χ2=25.84）。
6-5．推進するための条件

がん教育を効果的に推進するための条件をみると
Figure5-1,2に示すとおりである。最も割合が高かっ
たのが「がん教育のための授業時間の確保」であり，
次いで「教科書や教材の充実」であった。これらの順

Figure3-2. がん教育を実施する自信（経験年齢別）

%

Figure3-1. がん教育を実施する自信（校種別）

%

Figure4-2. がん教育の実施時間（経験年齢別）Figure4-1. がん教育の実施時間（校種別）

%%
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番については，校種，経験年齢ともに同様の傾向がみ
られた。その中でも校種で有意差がみられた項目は「授
業時間の確保」「指導書や教材の充実」「がん教育を行
う上での配慮」であり（χ2=30.49），「授業時間の確保」

「がん教育を行う上での配慮」は中学校養護教諭の方
が高く，「指導書や教材の充実」は小学校養護教諭の
方が高かった。

一方，経験年数別で差がみられた項目は「授業時間
の確保」「指導書や教材の充実」「がん教育を行う上で
の配慮」「研修の機会」「管理職のリーダーシップ

（p<.05）」であり（χ2=15.46），「指導書や教材の充実」
「研修の機会」は経験年数が1～5年目の養護教諭に多
く，「授業時間の確保」「がん教育を行う上での配慮」
は6～20年目の養護教諭，「管理職のリーダーシップ」
21年以上の養護教諭に多かった。

Ⅳ　考察

今回対象とした養護教諭は，小学校勤務が7割であ
り，そのほとんどが単数配置であった。また経験年数
については，1～5年目，6～20年目，21年目以上が3
割ずつであった。このような対象者に，現在までにが
んに関する授業にかかわったことがあるか否かを尋ね
たところ，あると答えた小学校養護教諭は4割，中学
校養護教諭は3割であった。また，経験年数が上がる
につれて実施の割合は有意に高かった。これまでの先
行研究によると，学校でのがん教育の実施率が10％

代であることが報告されており12），今回の対象者はあ
る程度実施していた傾向がみられたものの，まだまだ
学校での養護教諭の実践は少ないといえる。

次にがん教育に関する内容を理解しているか否かを
把握するために，学校におけるがん教育の在り方につ
いての報告3）を参考にして，記載されている学習内容
別に理解度を調べた。その結果，「がんの予防」「がん
の種類」「がんの原因」「がんの早期発見やがん検診」
については理解度が高かった。これに対して「我が国
のがんの状況」「がんの緩和ケア」は5割以下と低かっ
た。一方，経験年齢別にみると21年目以上の養護教
諭の方がそれ以外の年齢に比べて高い割合であった。
これとは別に，がんの教育の指導内容の自信度につい
てみると，「がんの予防」「がんの種類」「がんの原因」

「がんの早期発見やがん検診」「我が国のがんの状況」
については「できそう」と答えたものが8割であり，「が
んの緩和ケア」「がん患者の生活の質の維持」は5割
以下と低かった。このように両者には同様の傾向がみ
られ，知識として有している指導内容についてはある
程度の自信がみられた。また，経験年齢が上がるほど
がんに関する知識や自信が高かった。

続いて，がん教育に積極的に取り組みたいか否かに
ついて尋ねたところ7割以上の養護教諭が取り組みた
いと答え，がん教育に関する研修を受けたいか否かに
ついては9割が受けたいと答えた。このように，養護
教諭のがん教育に対する意識は高いことが明らかと
なった。さらに経験年数別にみると，経験年数が低い

Table1-1. がん教育の指導者（校種別）

注）下線は残差分析で有意差がみられた項目 注）下線は残差分析で有意差がみられた項目

Table1-2. がん教育の指導者（経験年齢別）

%

Figure5-1. がん教育推進のための整備（校種別） Figure5-2. がん教育推進のための整備（経験年齢別）
%
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と意欲が高い傾向にあった。先行研究でも養護教諭の
研修会への参加希望は高いことが報告されており12），
その内容としてはがん教育の教材についてであった。
本研究でもがん教育に関わる整備としてがん教育の教
材について尋ねたが，半数がDVDやPowerPointの教
材があると良いと答えていた。しかしその一方で，が
ん教育推進のために意識している自主研修は何か尋ね
たところ，「普段から意識的にメディアから情報を得
るようにしている」が5割程度であり，「特に何もし
ていない」と答える人も3割程度みられた。今後はが
ん教育の教材開発が望まれることが明らかとなった。

なお，がん教育における養護教諭の関わりについて
は，校種別や年齢に関係なく8割もの人が「養護教諭
の役割は大きいと思う」「管理職や他の教員からの期
待は大きいと思う」と答えていた。逆に低かったのは，

「相談者・協力者がいる」であり4割程度であった。
養護教諭ががん教育の実践にあたり，相談者や協力者
がいないことが浮き彫りとなった。また，がん教育の
実施時間については，経験年数が21年以上の養護教
諭は保健体育科と答えたが，経験年齢20年以下の養
護教諭は特別活動や学校保健委員会と答えていた。こ
のように年齢が低い養護教諭ほど自分で実施したい傾
向が窺えた。

さらに，がん教育の指導者について，目標1である
「がんについて正しく理解することができるようにす
る」の指導者として多かったのが「がん専門医」や「医
療従事者」であり，目標2の「健康と命の大切さにつ
いて主体的に考えることができるようにする」につい
てみると，「がん経験者」「担任」「養護教諭」の割合
が高かった。教育目標によって指導者を変更してくこ
とが望ましいと捉えていることが明らかとなった。こ
こでも経験年数が20年以下の人は，養護教諭が実践
すると答えた割合が高かった

最後に，がん教育を効果的に推進するための条件を
みると，最も割合が高かったのが「がん教育のための
授業時間の確保」であり，次いで「教科書や教材の充
実」であった。特に中学校養護教諭は「授業時間の確
保」「がん教育を行う上での配慮」を挙げ，小学校養
護教諭は「指導書や教材の充実」が高かった。中学校
では授業を行うにあたっての環境整備や配慮を上げて
いた。がん教育を実施する上での配慮は文部科学省の
通知の中でも明示されているが，どのようにすべきで
あるのかといった具体的な点までは示されていない。
学校におけるがん教育に対する保護者の態度を調査し
た研究13）では，保護者は学校で実施するがん教育を
肯定的に捉えていることが報告されており，今後はこ
のような配慮に関する研究も進めていく必要がある。

このがん教育を進めるための整備については，経験
年数別でも差がみられ「指導書や教材の充実」「研修
の機会」は経験年数が1～5年目の養護教諭に多く，「授

業時間の確保」「がん教育を行う上での配慮」は6～
20年目の養護教諭，「管理職のリーダーシップ」21年
以上の養護教諭に多かった。経験年数によって立場が
異なるためにこのような結果になったと考えられる
が，いずれにせよがん教育は学校の教育活動全体を通
して行われるため，各学校，各地域等の特性に合わせ
たがん教育の実践をし，その成果を報告していく必要
がある。

Ⅴ　まとめ

本研究はがん教育の実施者のうち養護教諭に視点を
あて，がん教育に対する意識を調べ，今後のがん教育
を推進していくための基礎資料を得ることにあった。
養護教諭のがん教育に対する意識の把握をするため
に，2018年11月から12月にかけて，愛知県内の小・
中学校に勤務する養護教諭581人を対象に無記名自記
式のマークシートによる質問紙調査を実施した。調査
内容は基本属性，がん教育の実施の有無，がん教育に
対する知識，がん教育に対する態度，がん教育に対す
る自信，がん教育に関わる整備である。

主な結果は以下のとおりである。
1） 現在までにがんに関する授業にかかわったことがあ

る小学校養護教諭は36.1％，中学校養護教諭31.7％
であり，経験年数別にみると1～5年目22.5%，6～
20年目38.6%，21年目以上42.5％であった。

2） がんの知識について，「がんの予防」「がんの種類」
「がんの原因」「がんの早期発見やがん検診」につ
いては8割以上の養護教諭が持ち合わせていたが，

「我が国のがんの状況」「がんの緩和ケア」は5割
以下と低かった。

3） がん教育に積極的に取り組みたいと回答した小学校
養護教諭は74.2％，中学校養護教諭は74.7％であり，
経験年数が低いと実施意欲が高い傾向にあった。

4） がん教育の目標のうち「がんについて正しく理解
できる」については，小学校養護教諭85.0％，中
学校養護教諭88.0％が自信ありと答え，「健康と命
の大切さについて主体的に考えることができる」
については，小学校養護教諭63.7％，中学校養護
教諭62.0％であった。

5） がん教育を効果的に推進するための条件として最も
割合が高かったのが「がん教育のための授業時間の
確保」であり，次いで「教科書や教材の充実」であっ
た。中でも「授業時間の確保」「がん教育を行う上
での配慮」は中学校養護教諭の方が高く，「指導書
や教材の充実」は小学校養護教諭の方が高かった。

以上のことから，これまでにがん教育に関わった養
護教諭は少ないものの，がん教育に対する意識は高い
ことが明らかとなった。また，がん教育の実施にあたっ
ては，教育内容の知識に偏りがあることや，校種別で
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整備ための条件が異なることが明らかとなった。
今後は一般教員に対してもがん教育に対する意識を

調査して養護教諭との差を調べるとともに，がん教育
の推進のための実践研究をしていく必要がある。
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